
総 会 次 第

           平成２7年７月１１日（土）

１０時００分～１２時００分

            長岡京駅前バンビオ１号館

１． 開会の言葉（司会）錦織氏

２． 挨拶   （理事長）稲岡理事長

３． 議長選出 （司会）錦織氏

４． 議事録署名人選出（ここから議長）

稲岡、世良田、野本、（書記 大西）

５． 審議事項 （議案の決議）

    第一号議案 平成２６年度事業報告および決算報告について

         活動報告（野本理事）

         事業報告（稲岡理事長）

決算報告（小椋理事）

監査報告（荒木監事）

    第二号議案 平成２７年度事業計画並びに収支予算について

         事業計画（稲岡理事長）

         収支予算（小椋理事）

   

６． 連絡報告事項

７． 閉会の言葉（司会）



会員 ｹﾞｽﾄ

2014/06 8 72 10
金ケ原の竹林で用意した竹材(5m×200本)を依頼者(ﾂﾊﾞｷｴﾏｿﾝkk)が搬出した。
間伐作業・A竹林内のｻﾊﾞｴ刈・施肥を実施。

2014/07 10 94 5
第７回定例総会(7/5 出席者19名　委任12名)を開催
コラサ会館裏(コラサ竹林)の放置竹林整備・枯竹焼却作業実施。
七夕用竹枝50本(1.5～1.8m)を用意し京都商店街ヘ運搬した。

2014/08 6 29 3 A竹林内雑草刈り・整理整頓実施。コラサ周辺の竹林の整理整頓

2014/09 9 94 5
長岡京市役所インターンシップ生(1名)竹林間伐作業体験
コラサ周辺の竹林の枯竹を高槻業者(粉炭製造)への引き渡し作業。
長岡京市の立命館中高校見学・高野竹工KK見学。竹林整理整頓。

2014/10 9 135 10
長岡京「竹あそび」に竹行灯(400ｹ)・竹灯篭(50ｹ)を展示した。
城陽市・法隆寺方面で稲わら集めを実施。京都工芸繊維大の学生(9名)が文化祭
用に竹を伐採。

2014/11 8 94 1
城陽市・法隆寺から稲わらを運搬・肥料撒き・稲わら敷きを実施。
環境フェア参加(竹灯篭展示)

2014/12 6 86 3
業者にユンボで土堀を依頼し、土入れ作業を実施した。
12/20 懇親会(19名参加)実施。コラサ周辺の竹林の枯竹焼却作業実施。

2015/01 7 82 19
A竹林作業通路の手摺・竹垣の修理と集会所の整備。
めぐみ幼稚園の園児・保護者(19名)が竹馬用に使用する竹(真竹)切り出しに参加。

2015/02 8 84 25
コラサ竹林の枯竹の整備・焼却。
竹馬・竹ポックリ作りに園児・保護者が２回参加して３５組を完成した。

2015/03 7 76 10
市役所主催の「森林ボランテア養成講座」に参加し、実習生(10名)に竹の整
備・間伐作業を指導した。
金ｹ原放置竹林から枯竹と西山から,ホダ木を搬出した。タケノコ堀り。

2015/04 12 172 86
椎茸菌をホダ木に打ち込み実施。タケノコ堀りが本格的となり、作業を一時２
日/週から３日/週に変更した。エコツアー８６名参加

2015/05 10 116 33
タケノコ堀り、エコツアー３３名参加。新竹の先止め作業。
竹林整備（サバエ・雑草刈り）

[計] 100 1,134 210

NPO法人　竹の学校　２０１４年度　活動報告

参加人数
年月 活動内容

作業
日数

2015.６.30



（法第２８条第１項関係様式「前事業年度の事業報告書」）

平成２６度事業報告書  平成２６年６月１日から平成２７年５月３１日まで

                          特定非営利活動法人 竹の学校

１ 事業の成果

ＮＰＯ法人として７年が経過して、継続して会員の高齢化・世代交代等の課題はあるが、放置

竹林整備作業、伐採竹の有効活用、タケノコの伝統栽培の継承を通じ、長岡京市の竹林美化活

動とその啓発活動に寄与することができた。

２ 事業の実施に関する事項～特定非営利活動に係る事業

① 事業名 放置竹林整備事業

実施日時 実施場所 従事者の

人数

受益対象者

の範囲・人数

事業費の金額

（概算）

毎水・土曜日

９時～12時

長岡京市長法寺竹林、

金ヶ原竹林及びこらさ竹林

延べ１７５名 企業

４５名

２６千円

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事

業

内

容

【目的】

  放置竹林を整備し、水資源の涵養、竹林の環境美化活動に貢献する。

【内容】

本年度は野山竹林の間伐作業が終わり、地主様に管理していただくよう返却し、新

たにこらさ竹林（７千㎡）の管理を開始し、１２．６千㎡を管理する。

維持は枯れ竹処理と間伐処理を主に実施している。（たけのこ畑４千㎡は除く）

1. 長法寺Ｂ竹林～バス通りに面する。面積３千㎡

長法寺Ｂ竹林は作業を開始してから７年を経過し、現在は定期的に間伐と伐

採竹焼却作業とタケノコの処理を実施、景観を維持している。

2. 長法寺Ｃ竹林～面積１千㎡

長法寺Ｃ竹林も作業を開始してから７年を経過し、現在は定期的に間伐とタ

ケノコの処理を実施している。

3. こらさ竹林～バス通りに面する。面積７千㎡

景観を良くするため、枯れ竹の搬出と、一部の伐採竹の焼却作業を開始す

るが、枯れ竹処理には３年は必要と思われる。

竹炭は地元農家の土地改良に使用。この竹林には真竹が発生しているが、

孟宗竹に侵食されているため、真竹を残す活動を実施。

4. 金ケ原竹林～面積１．６千㎡

金ケ原竹林は２年目に入り、枯れ竹搬出と青竹２００本を間伐し、地元企業の

節電対策用に提供し、その竹をすがれとして有効利用していただいた。

【活動の成果と課題】

管理竹林整備面積１２．６千㎡になり、水資源の涵養にも寄与し、周辺の環境美化がで

き、市住民より感謝されている。

現在、作業者の高齢化で、会員数が減少している。活動を継続するため、会員を増やし

若返りを図っていくことが急務である。

企業のボランテァの参加しやすい動機つくりのため長岡京市と協賛でボランティア養

成講座などのイベント等を行い、会員を増やしていきたい。



② 事業名 伐採竹の有効活用

実施日時 実施場所 従事者の

人数

受益対象者

の範囲・人数

事業費の金額

（概算）

毎水・土曜日

９時～12時

長岡京市長法寺竹林、

野山竹林及び金ヶ原竹林

延べ175名 企業

45名

35千円

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事

業

内

容

【目的】

  放置竹林の整備に伴う、大量の伐採竹の処理を焼却以外の有効利用の模索。

  

【内容】

エコ活動支援団体の協力を得て、大量の伐採竹を供給できた。

竹の利用用途拡大検討として、竹炭を有機農法に試行。

① ツバキエマソン殿に青竹を提供（6/14）

企業で青竹を、竹をヨシズとして使用、節電対策用に活用する取り組みに協賛し、昨年

に引き続き伐採竹（５ｍ）を２００本提供した。

伐採処理は竹の学校が担当し、運搬は工場サイドで負担。

② 立命館中高校殿に青竹を提供（9/20）

長岡京市に移転してきた立命館中高校の文化祭用（竹の鳥居製作）に青竹を提供。

長法寺竹林から竹材（２．８ｍ×約φ１２cm）６０本を伐採・提供した。

共同で、長法寺竹林で間伐を実施、学生と交流した。

③ 長岡京市ボランティア養成講座による竹林整備実施（3/21）

長法寺竹林の管理状態を見学後、こらさ竹林で伐採、枝払いを指導した。

④ めぐみ幼稚園卒園者の記念品に竹遊具を制作（01/24・02/14・25）

長岡京市の竹を使った贈り物として、相談があり、材料原価で竹馬を 35 組、竹ポックリ

を３０組製作。竹の伐採・組立を父兄と共同作業を通じ交流した。

⑤ 三菱電機労組と共同でこらさ竹林整備（5/17）

大手の環境活動としてこらさ竹林西域を管理しているが、年一度の伐採作業に合わ

せて共同作業した。現役組のパワーはさすがですが、回数が・・・。

⑥ タイ民族竹楽器を和竹で試作（～5/26）

タイ音楽家の要請により、アンガルンの発生音の理論と孟宗竹での試作を支援、新た

な竹の活用と竹の共鳴管の理論をトライした。

⑦ 竹の利用用途拡大の検討継続

竹炭を土の改良に利用するため、竹炭を粉砕することを試行。粉砕は竹チッパー、家

庭の園芸用粉砕機で５ｍｍ程度に粉砕できるテストも継続。

【活動の成果と課題】

竹林内での積み上げや、焼却場へ搬送の必要もなく、焼却せずに大量の伐採竹を消

化できた。

ツバキエマソン殿のように、継続して利用いただけるのが理想だが、来季は工場の工

事で、休止することになっており、大口消費先が課題。

竹をチップ化してプラスチック材料として活用することを、協業で検討して行くととも

に、竹チッパーの導入も検討継続する。



③ 事業名 たけのこ伝統栽培の保存継承

実施日時 実施場所 従事者の

人数

受益対象者

の範囲・人数

事業費の金額

（概算）

毎水・土曜日

9時～12時

長岡京市

長法稲荷神社隣接竹林 約１０００人

１１９名

(エコグループ) １０８千円 
 
 
 
 
 
 

事

業

内

容

【目的】

京都式軟化栽培法の継承により、美しい竹林を維持。

エコツアー受け入れによって、竹林を開放し、美化活動への啓発に寄与する。

【内容】

  対象はタケノコ畑となった管理竹林の長法寺A竹林～面積４千㎡

一連の作業（新竹の先止め・下草刈・施肥・ワラ敷き･土入れ）を実施。

今年度は不作の年ということで、例年の２割減の作柄となった。

収穫したタケノコ（約 1３００kg）は会員・エコツアー体験者等に頒布した。

タケノコ栽培が環境保全・水資源涵養につながることをエコツアー体験者に「竹林講

座」の講義で説明。

    

【活動の成果と課題】

会員・エコツアー体験者に安価でタケノコを頒布することで活動を維持。

会員には昨年同様に安価でタケノコを頒布出来た。

年々高齢化していく中での作業（土入れの運搬作業）の負担の対策として、今年は土

入れ作業にバックホウを投入して、年内に終了することができた。ただ、作業密度が高く

なり、１日作業を２日作業にすることを検討する。

一昨年のＮＨＫプレミアムの「美の壺・竹林」が２度目の再放送や、ＮＨＫ第一ラジオの旅

番組「土曜ほっとタイム」、ＭＢＳテレビの「お昼のせやねん！長岡京市編」の取材が長法

寺Ａ竹林で行われたように、マスコミの期待に応えられる景観と、素晴らしい京タケノコ

が収穫できる竹林（タケノコ畑）となった。

長岡京市の観光と放置竹林問題の提起など、貢献が出来ている。



④  事業名 地域活動／竹工芸・竹林のオープン

実施日時 実施場所 従事者の

人数

受益対象者

の範囲・人数

事業費の金額

（概算）

農閑期の毎土曜日

（6～9、1～3月）

9時～12時

長岡京市

長法寺竹林の作業場 約２０0人

展示会に来場の

一般の市民

約1000人

３４千円

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

事

業

内

容

【目的】

竹林の伐採竹の孟宗竹を使った竹行灯等の製作、および作品を市内イベントで展示、ま

た、各種団体、個人の見学の受け入れ、竹林作業の体験を受け入れ等で地域活動に貢献

して、啓発活動に寄与する。

【内容】

主に竹林の農閑期を利用して、定期活動日に会員有志で活動。

本年度の各種地域活動への参加、イベントへの製作品展示と、見学受け入れ等は以下の

通り。

・06/21（土）ツバキエマソン用竹すだれ出荷～金ヶ原竹林

・07/14（月）京都市七夕用竹枝準備と出荷～A竹林

・08/09（土）三豊市竹伐採事業研究会訪問～こらさ・A竹林

・09/03（水）長岡京市インターンシップ生受入～A竹林

・09/17（水）立命館中高校部見学会

・09/20（土）・09/21（日）長岡中学野球部応援～長４中グランド

・09/20（土）立命館高校の文化祭用の竹の伐採作業応援～A・C竹林

・09/25（木）高野竹工見学会

・10/11（土）竹あそびに参画・出展～長岡公園

・10/25（土）京都工繊大学生訪問～A竹林

・10/28（火）市役所農林振興課へ伐採竹提供～こらさ竹林

・11/07（金）長岡中学１学年の総合学習講師～長岡K中学

・11/15（土）長岡京市環境フェア出展～中央公民館

・01/24（土）・02/14（土）・02/25（水）めぐみ幼稚園と竹馬製作～Ａ竹林

・02/16（月）長岡京市竹林整備関係団体交流会～市役所

・02/24（火）・05/26（火）アンガルン製作指導～本町アートカフェ

・03/06（金）明和カレンダー訪問～Ａ竹林

・03/21（土）長岡京市森林ボランティア養成講座受入～Ａ竹林

・03/25（水）「美の壺 竹林編」アンコール放送（BS3）

・04/04（土）ＮＨＫ「土曜ホットタイム」取材対応～Ａ竹林

・04/07（火）ＭＢＳ「せやねん！」取材対応～A竹林

・04/07（火）ＭＢＳ「美の京都遺産」撮影対応～近くの竹林

・04/22（水）・05/09（土）市内保育園のタケノコ掘り

・05/17（日）三菱労組環境活動協業～こらさ竹林

【活動の成果と課題】

竹行燈作品はレベル・芸術性の評価も高く、展示会で知名度も高くなり、竹の学校の活

動と、伐採竹を活用する竹の文化活動の広報に貢献できた。

竹行燈の製作指導者が体調不良のため、今後の進め方が難しくなっている。

長岡京市のイベント（特に竹あそび・環境フェア）や、インターネットを通じて、見学・調査

訪問等が増加し、広報活動が実ってきている。

ただし、会員数は増加せず、広報の重点を会員募集に置くようにしていく。



（単位：円）
科    目　

Ⅰ　収入の部

　　１．会費　・　入会金収入

　　　　前受金 30,000 30,000
　　　　入会金収入 2,000 1,000
　　　　会費収入 2,000 34,000 1,000 32,000
　　　　次年度前受金 28,000 28,000

    ２．事業収入

　　　　筍栽培保存継承
　　　　　　筍頒布料 285,000 286,350
　　　　　　発送料、箱代 90,000 87,250
　　　　　　エコ頒布料 165,000 156,850
　　　　　　入山協力金 40,000 31,000
　　　　竹材有効活用 30,000 16,000
　　　　地域活動 25,000 635,000 60,561 638,011

    ３．補助金収入

　　　　地下水保全活動補助金 173,880 173,880 173,880 173,880

    ４．寄付金収入
　　　　寄付金 30,000 30,000 30,000 30,000

    ５．雑収入
　　　　雑収入 2,000 2,000 2,652 2,652

　　当期収入合計 874,880 904,543
　　前期繰越収支差額 673,122 673,122
　　収支合計 Ａ 1,548,002 1,577,665

Ⅱ　支出の部

　　１．事業
        放置林整備

　　　　  地下水保全活動助成金 173,880 173,880
　　　　　地下水保全活動自己負担金 86,000 87,478
　　　　  荒廃竹林整備 55,000 27,693
　　　　筍栽培の保存継承 100,000 201,846
　　　　竹材有効活用 20,000 2,777
　　　　地域活動 50,000 484,880 47,252 540,926

　　２．管理費
　　　　借入金返済支出 0 0
　　　　地代家賃　 72,000 37,700
　　　　交通費 120,000 72,086
　　　　荷造運賃（委託料） 80,000 94,300
　　　　補修費 20,000 9,422
　　　　消耗品費 10,000 12,136
　　　　宣伝広告費　　 25,000 13,068
　　　　福利厚生費 15,000 12,545
　　　　通信費　　　 5,000 5,362
　　　　交際費 20,000 17,483
　　　　会議費 5,000 8,097
　　　　租税公課 1,000 900
　　　　水道光熱費 2,000 2,000
　　　　図書費 5,000 15,218
　　　　その他 10,000 390,000 1,728 302,045

当期支出合計 Ｂ 874,880 842,971

当期収支差額 Ｅ=Ｄ-Ｃ 0 61,572

　　前期繰越収支差額 Ｃ 673,122 673,122

次期繰越収支差額 Ｄ=Ａ-Ｂ 673,122 734,694

 （平成２６年６月１日から平成２７年５月３１日まで）

特定非営利活動法人　竹の学校

　　予　　　　　　算　　 実　　　　　　績

平成２６年度 特定非営利活動に係る事業会計収支予算/実績



（単位：円）

科    目　・　適　用
Ⅰ　資産の部

　　　　１．流動資産

　　　　　　　　　現金預金 50,376

　　　　　　　　　流動資産合計 684,318

　　　　２．固定資産

　　　　　　　　　固定資産合計 0 0

　　　　　　　　　資産合計（Ａ） 734,694

Ⅱ　負債の部

　　　　１．流動負債

　　　　　　　　前受金 28,000

　　　　　　　　流動負債合計 28,000

　　　　２．固定負債

　　　　　　　　借入金 0

　　　　　　　　固定負債合計 0

　　　　　　　　負債合計(Ｂ） 28,000

Ⅲ　正味財産の部

　　前期繰越正味財産（Ｃ） 673,122

　　当期正味財産増加額（Ｄ－Ｃ） 33,572

　　正味財産合計（Ａ－Ｂ＝Ｄ） 706,694

　　負債及び正味財産合計（Ｂ＋Ｄ） 734,694

金      額

平成２７年５月３１日　現在

平成２６年度　特定非営利活動に係る事業会計貸借対照表

特定非営利活動法人　竹の学校



（単位：円）
科    目　・　適　用

Ⅰ　資産の部

　　　　１．流動資産

現      金 50,376

普通預金　

京都銀行 149,905
ゆうちょ銀行 534,413

流動資産合計 734,694

　　　　２．固定資産

固定資産合計 0 0

資産合計（Ａ） 734,694

Ⅱ　負債の部

　　　　１．流動負債

前受金 28,000

流動負債合計 28,000

　　　　２．固定負債

長期借入金 0

固定負債合計 0

負債合計 28,000

正味合計 706,694

平成２７年５月３１日　現在

平成２６年度　特定非営利活動に係る事業会計財産目録

　非特定営利活動促進法　第１８条の規定に基づき、平成２６年６月１日から平成２７年５月３１日までの
事業年度に関わる財産の状況を監査いたしました。

金      額

特定非営利活動法人　竹の学校

　　　　　　　　　監事　　　　 　

　監査の方法は、会計帳簿及びこれに関する資料を調査し、該当事業年度に関わる財産目録、貸借対

　　　　　　　　　監事

照表及び収支計算書について検討いたしました。

　監査の結果、財産目録、貸借対照表及び収支計算書は、当法人の財産の状況を適正に表示している
ものと認めます。



平成２７年７月１１日

ＮＰＯ法人 竹の学校

   平成２７年度（平成２７年６月～平成２８年５月）事業計画案

事業を継続し、放置竹林の整備と竹材有効活用と地域活動に取り組む。

実施時期・目標

１） 放置竹林整備作業

① 長法寺Ａ竹林   タケノコ栽培･･･３）項参照 通年作業による

② 長法寺Ｂ／Ｃ竹林 間伐作業 奇数月 第４（土）

③ 金ケ原竹林    伐採作業・伐採竹搬出 偶数月 第４（土）

④ こらさ竹林    伐採作業・伐採竹搬出 毎月  第２（土）

２）竹材の有効利用  （4.5.11.12 月以外）

① 伐採竹の竹炭焼き作業、竹粉炭、竹チップの検討 ８月・２月

② 伐採竹で竹工芸・竹細工 毎月第１・３（土）

④ 伐採竹の新たな活用先の開拓検討

３）京たけのこの生産と技術継承（長法寺Ａ竹林）

① 京都式軟化栽培法の継承 新竹心止め５月

下草刈り ７月

施肥   ８・１１月

間伐   ９～１０月

藁敷き  １１月

土入れ  １２月

② 土入れに新運搬車とバックホウ投入 同上

（高齢化対策のための機械化の推進）

③ 改良施肥方法の継続（効果改良・作業軽減） ８・１１月

  施肥 従来３回→２回

４）地域活動・支援活動

① エコツアーの受入れ たけのこ掘り体験 ４・５月

間伐作業の体験 ９～１０月

② 放置竹林の周辺の美化活動と長法稲荷の美化 ２回（春・秋）

③ 竹工芸品（主に竹行灯）の展示による広報活動 前年並み（２回）

竹あそびと環境フェア

④ 竹あそび準備 竹材確保と竹灯籠つくり ９月

⑤ 他グループとの協業・見学受け入れ ３団体程度

⑥ 京の七夕に協賛 ７月

                以 上



科    目　
Ⅰ　収入の部

　　１．会費　・　入会金収入
　　　　前受金 28,000

　　　　入会金収入 2,000
　　　　会費収入 2,000 32,000

    ２．事業収入

　　　　筍栽培保存継承

　　　　　　筍頒布料 290,000
　　　　　　発送料、箱代 90,000
　　　　　　エコ頒布料 160,000
　　　　　　入山協力金 30,000
　　　　竹材有効活用 20,000
　　　　地域活動 50,000 640,000

    ３．補助金収入

　　　　地下水保全活動補助金 192,350 192,350

    ４．寄付金収入
　　　　寄付金 30,000 30,000

    ５．雑収入
　　　　雑収入 2,000 2,000

　　当期収入合計 896,350
　　前期繰越収支差額 706,694
　　収支合計 1,603,044

Ⅱ　支出の部

　　１．事業

        地下水保全活動

　　　　  地下水保全活動（助成金） 192,350
　　　　　地下水保全活動自己負担金 98,000
　　　　  荒廃竹林整備 30,000
　　　　筍栽培の保存継承 200,000
　　　　竹材有効活用 10,000
　　　　地域活動 50,000 580,350

　　２．管理費

　　　　借入金返済支出 0
　　　　地代家賃　 50,000
　　　　交通費 80,000
　　　　荷造運賃（委託料） 90,000
　　　　補修費 10,000
　　　　消耗品費 10,000
　　　　宣伝広告費　　 20,000
　　　　福利厚生費 10,000
　　　　通信費　　　 5,000
　　　　交際費 20,000
　　　　会議費 5,000
　　　　租税公課 1,000
　　　　水道光熱費 2,000
　　　　図書費 10,000
　　　　その他 3,000 316,000
　　３．特別予算（1万円以上）

　　　（機器の更新、笹清掃用ブロァー等） 50,000 50,000

当期支出合計 946,350

当期収支差額 -50,000 

　　前期繰越収支差額 706,694

次期繰越収支差額 656,694

　　予　　　　　　算　　

（平成２７年６月１日から平成２８年５月３１日まで）

特定非営利活動法人　竹の学校

平成２７年度　特定非営利活動に係る事業会計収支予算書案



平成２７年７月１１日

ＮＰＯ法人 竹の学校

平成２７年度作業責任者（案）

１．京たけのこ生産   担当 野本、窪田、竹内

頒布   担当 川路、原、池田、尾崎

２．経理        担当 小椋、（高橋、大西・・・チェック時限定）

３．竹林伐採整備    担当 世良田、荒木、梶原、小林

４．竹工芸       担当 澤、竹内、辻井、高橋、川路、原

５．花壇の維持管理   担当 稲岡（喜）、高橋

６．備品管理（物置管理）担当 野本、竹内、錦織

７．広報 竹林日記   担当 山本、稲岡

     ホームページ管理・エコツアー受入れ担当 稲岡

８．竹炭作り（３回）  担当 窪田、小椋

９．竹・木工細工（間伐材活用）担当 野本、荒木

１０．竹あそび     担当 梶原、竹内

１１．外渉窓口     担当 世良田（竹カフェ）、稲岡（ＷＥＢ）

担当者は業務の実行と管理をお願いします。担当以外の人も積極的な協力を

お願いします。


